
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
号

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
増
額
さ
れ
る
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金

の
額
の
改
定
に
関
す
る
省
令

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
き
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
増
額
さ
れ
る
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
の
額
の
改
定

に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
障
害
年
金
額
の
改
定
）

第
一
条
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
一
号
。
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八

条
又
は
改
正
法
附
則
第
十
九
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
る
者
で
こ
の
省
令
の
施
行
の

際
、
現
に
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
を
受
け
て
い
る
も
の
の
障
害
年
金
の
額
の
改
定
は
、
そ
の
受
給
権
者

の
請
求
を
ま
た
な
い
で
、
厚
生
大
臣
が
行
う
。

（
遺
族
年
金
額
の
改
定
請
求
）

第
二
条
　
改
正
後
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
改
正
法
附
則
第
十
九
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
の
額
が
増

額
さ
れ
る
者
で
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利

の
裁
定
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
の
相
続
人
（
そ
の
者
が
被
選
定
人
（
（
法
第

二
十
八
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
者
を
い
う
。
）
）
に
よ
つ
て
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
当
該
被
選
定
人
と
す
る
。
以
下
「
請
求
者
」
と
い
う
。
）
は
、
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
（
別
記
様
式
）
を
、

請
求
者
の
住
所
地
の
市
町
村
長
、
都
道
府
県
知
事
及
び
死
亡
し
た
者
の
除
籍
時
の
本
籍
地
の
都
道
府
県
知
事
を
順

次
経
由
し
て
厚
生
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
に
は
、
左
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
遺
族
年
金
証
書

二
　
遺
族
年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
る
者
が
軍
人
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
軍
人
で
あ
つ
た
者
の
遺
族
（
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）

の
施
行
の
日
前
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
失
う
事
由
に
該
当
し
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
者
が
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
際
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
軍
人
又
は
軍
人
で
あ
つ
た
者

の
遺
族
た
る
に
よ
る
扶
助
料
（
以
下
「
公
務
扶
助
料
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
る
資
格
を
有
せ
ず
、
且
つ
、

他
に
同
一
の
事
由
に
よ
り
公
務
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

三
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
受

給
者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
年
金
を
受
け
る
権
利

を
あ
わ
せ
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
表
示
し
た
証
書
の
写

四
　
請
求
者
が
相
続
人
で
あ
る
場
合
は
、
遺
族
年
金
が
増
額
さ
れ
る
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
そ
の
者
と
請
求

者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
抄
本

（
証
書
等
の
交
付
）

第
三
条
　
厚
生
大
臣
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
額
を
改
定
し
た
と
き
、
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
遺

族
年
金
額
改
定
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
遺
族
年
金
の
額
を
改
定
し
た
と
き
は
、
改
定
し
た
障
害

年
金
又
は
遺
族
年
金
の
額
を
表
示
し
た
障
害
年
金
証
書
又
は
遺
族
年
金
証
書
を
請
求
者
の
住
所
地
の
都
道
府
県
知

事
及
び
市
町
村
長
を
順
次
経
由
し
て
、
障
害
年
金
の
受
給
権
者
又
は
請
求
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
障
害
年
金
証
書
の
返
還
）

第
四
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
証
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
従
前
の
障
害
年
金
証
書
を
す
み
や
か
に
厚

生
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
族
年
金
額
の
改
定
に
必
要
な
書
類
の
提
出
命
令
）

第
五
条
　
厚
生
大
臣
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
改
正
法
附
則
第
十
九
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
の
額

が
増
額
さ
れ
る
者
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
遺
族
年
金
を
請
求

し
、
且
つ
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
つ
き
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
遺
族
年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
る
者
又
は
そ
の
者
の
相
続
人
（
そ
の
者
が

被
選
定
人
に
よ
つ
て
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
当
該
被
選
定
人
と
す
る
。
）
に
対
し
、
遺
族
年

金
の
額
の
改
定
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
、
す
み
や
か
に
、
当

該
書
類
を
厚
生
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
四
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ

て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
及
び
板
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
改

正
後
の
様
式
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
式

（
略
）

1


